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石和温泉病院 総合在宅支援室だより 

“結愛”～ゆい～ 

『職員紹介』  

 石和温泉病院 総合在宅支援事業所 
 ＴＥＬ 055-263-0111(代) 055-261-5125(直通) ＦＡＸ 055-263-2118     事務 菅野 

『第1回 石和温泉病院 ざいたく祭り開催のお知らせ』 

 昨年の12月より通所リハビリテーション室に所属している介護福祉士の平岡
佐友里と申します。生まれも育ちも笛吹市御坂町です。私がこの仕事に就いた
きっかけは、小学生の時祖母が脳梗塞になり車椅子生活になったことでした。
その頃から「何か人の手助けになりたい。」と思うようになり、介護の道に進み
早10年以上。まだまだ未熟な私ですが、利用者様が楽しんでくれている笑顔や
「今日も1日ありがとね。」と声をかけてくださる心遣いが日々心に残ります。 

 これからも利用者様が1日1日を楽しく、その人らしい生活が過ごせるようお手
伝いさせていただきたいと思いますのでよろしくお願い致します。 

 今年の11月に地域住民の方々や当事業所の利用者様を対象に『石和温泉病院 ざいたく祭り』
を開催いたします。介護相談やリハビリ体験など様々な催しものがあるのでぜひお越しください。 
《場所》 
石和温泉病院 通所リハビリテーション棟 
《日時》 
日時：平成29年11月23日木曜日(勤労感謝の日) 時間：午前10時00分～午後3時00分 
《内容》 
①介護相談 ②リハビリ体験 ③発表会 ④バザー ⑤子供向けブース  
⑥福祉機器の展示・販売 
※詳細につきましては、またご連絡させていただきますのでよろしくお願い致します。 

『利用者様の声』   
90代のＯ様は、１年前自宅で転倒し股関節を手術
しました。元々料理や歌が好きで社交的な性格で
したが、転倒後は歩行が悪くなり会話も少なくなっ
て気持ちが沈みがちになりました。訪問リハビリ
を始めて3か月経ち、リハビリで家の周りを散歩し、
近所の友人に会うことが楽しみでもあり張り合い
にもなっています。また毎日廊下を歩く自主練習
もしており、その成果として、夜のトイレも安全に
行えるようになりました。ご家族からも、「元気が
なかったが、リハビリを始めてからは生きる意欲
が出てきて笑顔が増えた。」との声が聞かれまし
た。9月には東京で行われたお孫さんの結婚式に
も参列できました。次の目標は、道の駅でお茶を 
することや家で味噌汁作りをすることです。これからもリハビリをしながら一
緒に楽しい時間を作っていきたいです。(訪問リハビリテーション室 渡辺 綾) 

道の駅を散歩中♪ 

友人に会いに
行きました☆ 


